
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
、

ち
ょ
う
ど
１
年
に
な
る
。
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
の
使

い
こ
な
し
は
進
ん
で
い
る
だ

ろ
う
か
。
「
通
信
指
導
の
提

出
」
や
「
科
目
登
録
」
な
ど

だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
場

面
で
の
使
い
こ
な
し
が
進
む

事
で
、
放
送
大
学
学
生
と
し

て
の
生
活
は
一
層
便
利
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
是
非
、
快

適
な
Ｈ
Ｐ
の
利
用
を
身
に
付

け
て
頂
き
た
い
。

一
方
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
実
習
室

や
情
報
学
習
室
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
は
、
１
月
の
単
位
認
定

試
験
の
終
了
後
に
、
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
か
ら
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
へ
と
変
更
さ
れ
、
Ｏ
Ｓ
も

従
来
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

か
ら
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
へ

と
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト･

オ
フ
ィ
ス
は
２
０
１
６
へ
と

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
宅

と
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
パ
ソ

コ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
違
い

か
ら
戸
惑
っ
て
い
た
学
生
諸

氏
は
、
非
常
に
使
い
や
す
く

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
学
習
環
境
が
、
大
き
く

変
化
し
た
中
で
迎
え
た
新
年

度
で
あ
る
が
、
勇
退
さ
れ
た

渋
谷
前
所
長
に
変
わ
っ
て
、

堀
尾
健
一
郎
新
所
長
が
就
任

さ
れ
た
。
堀
尾
新
所
長
に
は
、

着
任
早
々
の
多
忙
な
時
期
を

避
け
、
次
号
で
、
学
生
諸
氏

へ
の
ご
挨
拶
を
依
頼
す
る
予

定
で
あ
る
。

ま
た
「
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
」
に
お
い
て
も
、
６
期
も

の
長
き
に
亘
っ
て
代
表
を
務

め
た
嶋
﨑
洋
明
前
代
表
の
後

任
と
し
て
、
大
島
祥
市
（
ラ

ル
ゴ

体
ほ
ぐ
し
の
会･

代
表
）

が
新
代
表
に
就
任
し
た
。

そ
の
他
の
「
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ

交
流
会
」
新
体
制
は
、
副
代

表
に
鈴
木
さ
と
み
（
放
送
大

学
埼
玉
同
窓
会･

会
長
）
、

富
田
尚
隆
（
熟
年
会･

代
表
）
、

福
盛
田
恵
子
（
む
ぎ
の
会･

代
表
）
、
南
雲
功
（
ヴ
ィ
ー

ナ
ヴ
ァ
ル
ト
・
ム
ジ
ー
ク
フ

ロ
イ
ン
デ･
代
表
）
が
再
任

さ
れ
た
。
会
計
に
は
尾
山
光

良
（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ･

代
表
）
、
竹
内
久
子

（
埼
玉
同
窓
会
）
、
会
計
監

査
担
当
監
事
と
し
て
、
坂
本

賢
一
（
朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

代
表
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
た
。

事
務
局
で
は
事
務
局
長
に

中
尾
雅
躬
（
放
送
大
学
埼
玉

同
窓
会
）
、
事
務
局
員
と
し

て
新
井
康
太
郎
（
同
埼
玉
同

窓
会
）
、
田
口
和
美
（
同
埼

玉
同
窓
会
）
を
選
任
。
そ
し

て
、
相
談
役
と
し
て
放
送
大

学
埼
玉
同
窓
会
か
ら
笹
原
誠

二
、
武
内
英
則
が
就
任
。
理

事
と
し
て
、
野
呂
生
男
（
サ
ー

ク
ル
大
宮
）
、
原
義
正
（
江

戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
会

･

代
表
）
、
八
木
正
毅
（
埼

玉
英
語
倶
楽
部･

代
表
）
、

矢
野
俊
博
（
同
倶
楽
部
）
、

榊
由
美
（
健
康
体
操
研
究
会

･

代
表
）
、
嶋
﨑
洋
明
（
未

来
の
会･

代
表
）
、
橋
本
安

義
（
バ
ラ
ン
ス
体
操
“
悠
悠
”

代
表
）
、
小
林
豊
（
舞
踏
研

究
会･

代
表
）
の
諸
氏
が
選

出
さ
れ
た
。

一
方
、
学
習
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
、
所
長
の
堀
尾
健
一
郎

氏
、
事
務
長
の
岸
隆
一
氏
、

教
務
の
出
水
え
み
か
氏
が
参

加
す
る
。
ま
た
、
「
学
生
新

聞
」
の
編
集
委
員
と
し
て
、

冬
木
洋
子
（
ｅ
ー
グ
ル
）
大

塚
絹
子
（
俳
句･

「
つ
み
草
」
）

が
参
加
す
る
。

（
冬
木
）

面
接
授
業
の
定
員
が
満
席

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
追
加
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

空
席
状
況
を
Ｈ
Ｐ
・
掲
示
、

又
は
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ

Ａ
で
確
認
の
上
、
学
習
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限
は
、
原
則

と
し
て
最
初
の
授
業
の
１
週

間
前
ま
で
で
す
。
皆
様
の
ご

登
録
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。通

信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

２
０
１
９
年
６
月
４
日
（
火
）

に
本
部
必
着
で
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
の
場
合
は
、
同
日

17
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
提
出
・
不
合
格
の
場
合

は
、
単
位
認
定
試
験
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
度
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
募
集

が
始
ま
り
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が

６
月
15
日
（
土
）
か
ら
８
月

31
日
（
土
）
ま
で
、
第
２
回

が
９
月
１
日
（
日
）
か
ら
９

月
20
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
人
・
友
人
等

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介

さ
れ
た
方
が
入
学
し
た
場
合

に
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
公
開
講

演
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

未
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

別
途
掲
示
・
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内

し
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
２
学
期
の

生
涯
学
習
奨
励
賞
が
３
月
24

日
（
日
）
、
発
表
さ
れ
た
。

《
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
》

（
敬
称
略
）

・
金
剛
賞

熊
井
純
子

・
金

賞

川
﨑

孝

榊
原
敏
子

内
藤
邦
夫

長
谷
部
隆
雄

馬
場
輝
夫

渡
辺

秀

・
銀

賞

大
宮

勲

長
谷
川
晶
一

山
崎
武
昭

吉
冨

進

・
銅

賞

稲
原
豊
治

岡
田
哲
夫

北
村
秀
明

小
池
健
祐

小
池
光
義

佐
々
木
芳
子

島
辺
百
合
子

制
野
紀
子

滝
瀬
千
江

畑
中

博

丸
山
喜
美
子

森
田
良
哉

「
生
涯
学
習
奨
励
賞
」
は

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が
独
自

で
設
け
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー

所
属
の
学
生
が
複
数
の
専
攻

コ
ー
ス
を
卒
業
、
大
学
院
で

は
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修

了
し
た
場
合
に
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
が
表
彰
を
す

る
制
度
で
あ
る
。

第６２号 学 生 新 聞 ２０１９年４月１９日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

「
私
の
人
生
観
」

笹
原
誠
二

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
か
ら
発
行
さ
れ
て

い
る
学
生
新
聞
の
発

行
も
は
や
62
号
と
な

り
、
創
刊
号
か
ら
11

年
目
に
突
入
し
て
い
る
。
創

刊
号
か
ら
こ
の
学
生
手
帳
の

原
稿
を
私
は
書
き
続
け
て
い

る
が
、
毎
号
の
原
稿
の
テ
ー

マ
も
そ
ろ
そ
ろ
書
き
つ
く
し

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ

れ
で
も
何
と
か
原
稿
締
め
切

り
の
数
週
間
前
に
は
文
章
を

届
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
人
生
は
自
分
の
役
割
を

き
っ
ち
り
果
た
す
こ
と
で
人

の
和
と
信
頼
を
獲
得
し
て
い

け
る
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
送
っ
て
い
け
る
」
と
自
分

自
身
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

70
歳
代
の
後
半
に
差
し
掛

か
る
と
、
我
慢
強
さ
や
向
上

心
な
ど
を
持
続
し
て
い
く
こ

と
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日

頃
の
行
動
の
反
省
を
も
含
め

て
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
史
で
も

書
き
始
め
よ
う
か
な
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
人
は
生
き
た
分
だ
け
自

分
の
人
生
の
歴
史
を
抱
え
て

い
る
」
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
苦
し

か
っ
た
思
い
出
を
体
験
し
な

が
ら
生
き
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
必
ず
し
も
楽
し
い
思
い

出
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し

ろ
苦
し
か
っ
た
経
験
や
思
い

出
の
方
が
多
く
、
そ
の
人
に

と
っ
て
、
よ
り
人
生
の
糧
と

な
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ど
の
様
な
歴
史
が
あ
り
、

そ
れ
を
ど
う
活
か
し
て
い
け

る
か
に
よ
っ
て
今
後
の
人
生

に
奥
深
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
自
分
が
経

験
し
た
だ
け
自
分
史
の
一
編

と
し
て
残
さ
れ
て
、
自
分
を

時
々
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る

も
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

常
に
自
分
の
目
標
と
夢
を

胸
に
秘
め
て
自
身
の
生
き
方

を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
、

少
し
で
も
他
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
自
信
や

自
負
を
持
ち
続
け
る
事
が
で

き
、
今
後
の
人
生
を
何
と
か

生
き
て
い
け
る
の
で
な
い
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

埼玉ＳＣの学習環境が大きく変化

新所長就任とＣＳＣ新代表の就任

学生用ＰＣはデスクトップからノートへ

ＯＳはWindows７から１０へ

学生手帳

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
あ
る
授
業
を
発
表

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

埼玉ＣＳＣ交流会は学
習センターを楽しく活気
ある学びの場とする事を
目的として、学生サーク
ル、同窓会、学習センター
の三者により結成された
団体です。

埼玉ＣＳＣ交流会

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
４
月
１
日
、
放

送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
代
表
を
仰
せ
付
か
っ

た
大
島
祥
市
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

70
歳
で
入
っ
た
放
送
大
学

は
今
年
で
７
年
目
で
既
に
後

期
高
齢
者
、
９
月
の
誕
生
日

に
は
喜
寿
を
迎
え
ま
す
。

５
月
か
ら
の
新
元
号
「
令

和
」
が
発
表
さ
れ
、
正
に
新

年
度
、
新
時
代
の
幕
開
け
で

す
。Ｃ

Ｓ
Ｃ
の
役
員
は
優
秀
で

素
晴
ら
し
い
方
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
重
責
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
も
っ
て
会

長
の
座
に
就
き
ま
し
た
。
勝

手
な
が
ら
自
ら
任
期
４
年
と

定
め
て
い
ま
す
。

「
大
学
」
は
学
び
の
場
で

あ
る
と
共
に
、
仲
間
作
り
や

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
面
接
授
業
や
試
験

だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
一

員
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

会
長
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

に
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
ヵ
月
に
１
度
発
行
さ
れ

る
こ
の
「
学
生
新
聞
」
を
通

じ
て
思
い
を
発
信
し
、
重
ね

て
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。９

月
に
は
フ
ェ
ス
タ
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

こ
で
論
文
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

し
ま
す
が
、
今
春
の
卒
業
生

に
私
の
後
輩
の
修
士
論
文
を

見
つ
け
、
専
門
性
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
、
４
月
28
日
（
平

成
最
後
の
日
曜
日
）
に
Ｃ
Ｓ

Ｃ
論
文
セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

何
か
お
考
え
や
ご
意
見
が

あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
事
務
局
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
は
「
開
か
れ
た
大
学
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、

さ
ら
に
開
か
れ
た
大
学
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
度
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表
に
就
任
の
ご
挨
拶

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

大
島
祥
市

２時間以上のサロンが、あっという間に
感じる程に楽しい時間でした。脳・神経細
胞といった難しい議題を半本先生は、穏や
かな口調で分かりやすく説明されるので、
専門知識不足の自分にも参加しやすいサロ
ンでした。
今年度２回目にして最終回と知り、落胆

しました。昨年１０月の半本先生の公開講
演会に参加出来なかったので、その時の資
料配布に魅力もあり、今回のサロンには即
申込みました。
結論としては、「神経細胞は、新生する」

とありましたが、実は最近、新生しないと
いう論文が出ていたと聞いた瞬間は衝撃を
受けました。説明は続きがあり、更に最近
になって、新生していると証明されたと言
われ、将来的な希望が感じられ安心しまし
た。
脂質ですが、世間でも特に女性からは、

敵・悪と位置付けられている印象です。で
も、ヒトにとっては、とても重要な成分で
あり栄養素です。脳や細胞膜の成分は脂質
との知識はありましたが、「ヒトは、リン
脂質に生命を守られている」との半本先生
の表現に、そのことを改めて感じさせられ
ました。
何事もバランスは大切です。食事の栄養

バランスは、特に大切だという当たり前の
ことも、しみじみとサロンの終わり近くに
「食事って本当に大切ですね」言われ、食
習慣が乱れている自分自身には、とても響
きました。乱れたバランスの整え方として
サプリメントや補助食品での補食をしてる
人も少なくないと思います。先生も、脂質
といっても多種あり、効果はあるとは思う

が、一種類を補い続けるのは好ましくない
ことを説明されていました。こころや身体
の健康バランスを大きく崩す前に、ヒトの
しくみや様々な機能を学び、何を選択する
ことが、また、どうすることが効果あるこ
とか？を確かめることの大切さの実感を重
ねる機会となりました。
老化現象は、致し方ないものでも、老化

曲線を緩やかにすることが、健康寿命の維
持・延伸と思い、看護師資格を有する者と
して、医療の現場では 大きな役に立てな
い人材だとしても、社会で予防の活動や意
識拡散に役に立てることはあるはず！と学
びを深めるために、サロンへの参加を始め
ました。
今回のテーマが脳・神経細胞であったの

で、その視点から、ヒトに備わっている抗
酸化機能の正常化は、脳にも良い影響をも
たらすものではないか？と質問を投げかけ
ました。答えは、もちろんそうだと、ゴマ
の抗酸化力を例に説明がありました。ゴマ
にはゴマの、ヒトにはヒトの抗酸化機能が
あること。ヒトである私たちには、元々備
わっている抗酸化機能の維持・回復が、病
気の予防のカギの一つであると感じました。
先生の講義の展開は、次々と変わり、ヒ

トの構造のことも話されました。「ヒトは、
脊椎動物でありながら、首から上は昆虫な
んですという話に、目が点になりました。
昆虫？その構造のゆえに、脳内の血管が細
く多く張り巡らされてるとの説明に納得出
来ました。血流良く保つためには、血管を
柔らかく質良く管理し、精神的ストレスフ
リーで血流良く保ちたい！と強く思います。
また、ヒトとしての能力を最大限に活かす
ことを意識して生きていきたく思います。
学びの多いサロンとなり、半本先生あり

がとうございます。また、この機会を設け
ていただけた埼玉学習センターに感謝の思
いです。

〈サロンはんもと〉に参加して

「ヒトの脳・人間の脳」
藤 原 智 子

２
０
１
９
年
度
２
学
期

学
生
募
集
の
開
始

２
０
１
９
年
度

公
開
講
演
会
の
開
催

２
０
１
８
年
度
２
学
期

生
涯
学
習
奨
励
賞受

賞
者



◆
5
月
19
日
（
日
）

「
第
１
回
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
」

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
・

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

客
員
教
授
）

★
４
月
25
日
（
木
）

「
上
野
公
園
周
辺
の
散
策
」

★
５
月
８
日
（
水
）

「
野
田
の
清
水
公
園
散
策
」

★
６
月
５
日
（
水
）

「
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
と
東
京
芸
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
鑑
賞
」

★
勉
強
会
＝
４
月
28
日
（
日
）
、

５
月
11
日
（
土
）
、
５
月

25
日
（
土
）
、
６
月
15
日

（
土
）
（
４
月
28
日
、
５

月
25
日
＝
放
送
大
学
９
Ｆ
、

５
月
11
日
、
６
月
15
日
＝

シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ
）

★
４
月
26
日
（
金
）
第
６
講

義
室
＝
９
時
半
～
15
時

★
５
月
10
日
（
金
）
第
１
講

義
室
＝
９
時
半
～
17
時

★
５
月
17
日
（
金
）
第
１
講

義
室
＝
９
時
半
～
16
時

★
５
月
24
日
（
金
）
第
６
講

義
室
＝

９
時
半
16
時

★
５
月
31
日
（
金
）
第
１
講

義
室
＝
９
時
半
～
16
時

★
６
月
＝
７･

14･

21･

28
日

★
４
月
24
日
＝
講
堂
＝
10
時

～
器
楽
練
習
・
13
時
半
～

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

★
５
月
15
日
＝
講
堂
＝
10
時

～
器
楽
練
習
・
13
時
半
～

茂
木
先
生

★
５
月
22
日
＝
講
堂
＝
10
時

～
器
楽
練
習
・
13
時
半
～

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

★
勉
強
会
（
毎
月
第
２
火
曜
）

５
月
14
日
（
火
）

「
源
氏
物
語
と
お
酒
」

６
月
11
日
（
火
）

「
防
犯
の
話
」
（
埼
玉
県

警･

大
宮
警
察
）

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

（
第
１
、
第
３
火
曜
日
）

５
月
７
日
、
21
日

６
月
４
日
、
18
日

午
前
中
は
講
師
付
自
主
学

習
・
午
後
は
講
義
形
式

★
映
画
鑑
賞
会

５
月
15
日
（
水
）
10
時
～

第
６
講
義
室

★
６
月
９
日
（
日
）

埼
玉
同
窓
会
研
修
旅
行

「
大
宮
再
発
見
」

地
元
の
名
所
を
め
ぐ
る
旅

★
活
動
日
＝
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
８
階
講
堂

４
月
23
日
、
５
月
７
日
、

５
月
14
日
、
21
日
、
28
日

６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
（
25
日
は
終
了
後
に

親
睦
会
）

今
年
度
か
ら
新
し
い
企
画

「
私
の
本
棚
か
ら
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
執
筆
者
が
次
の

執
筆
者
を
紹
介
す
る
リ
レ
ー

方
式
で
繋
い
で
行
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
下
さ
い
。

今
年
の
桜
は
、
開
花
後
の

花
冷
え
で
体
調
を
崩
し
た
方

も
い
た
よ
う
で
す
。
で
も
、

お
陰
で
い
つ
も
よ
り
桜
を
長

く
楽
し
み
ま
し
た
ね
。
（
冬
）

第６２号 学 生 新 聞 ２０１９年４月１９日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

こ
の
３
月
に
出
た
ば
か
り

の
新
刊
で
あ
る
。
内
村
鑑
三

（
１
８
６
１
～
１
９
３
０
）

は
世
界
で
も
独
特
な
キ
リ
ス

ト
教
の
在
り
方
で
あ
る
「
無

教
会
主
義
」
を
提
唱
し
た
純

粋
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

著
者
の
関
根
氏
は
、
世
界

的
に
名
の
通
っ
た
旧
約
聖
書

学
者
で
あ
る
（
東
京
大
学
名

誉
教
授
）
。

本
書
は
ま
ず
第
一
章
で
、

内
村
の
生
涯
を
振
り
返
る
。

内
村
が
Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
ｓ
と
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
の
二
つ
の
Ｊ
を
生
涯

愛
し
続
け
た
こ
と
、
そ
の
よ

う
な
矛
盾
を
生
き
抜
い
た
点

が
内
村
の
思
想
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
こ
と
、
を
描
く
。

な
か
で
も
有
名
な
「
不
敬
事

件
」
（
１
８
９
１
）
の
苦
境

の
中
で
愛
妻
を
失
う
と
い
う

こ
れ
以
上
な
い
悲
劇
に
面
し

て
、
い
っ
た
ん
神
へ
の
祈
り

を
放
棄
し
な
が
ら
も
再
び
信

仰
に
戻
る
、
と
い
う
軌
跡

（
奇
跡
）
の
描
写
は
真
に
迫

る
も
の
が
あ
る
。

だ
が
本
書
の
最
大
の
特
徴

は
第
二
章
、
第
三
章
の
構
想

に
見
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、

日
清
戦
争
に
賛
成
し
、
日
露

戦
争
と
第
一
次
世
界
大
戦
に

反
対
し
た
内
村
の
思
想
を
、

そ
れ
ぞ
れ
（
ａ
）
四
つ
の
福

音
書
（
『
マ
タ
イ
伝
』
な
ど
）
、

（
ｂ
）
使
徒
行
伝
と
書
簡
、

（
ｃ
）
『
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
』

を
内
村
が
ど
う
読
み
取
っ
た

か
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
解
明

す
る
（
以
上
で
新
約
聖
書
の

全
体
を
カ
ヴ
ァ
ー
）
。
続
い

て
第
三
章
は
、
１
９
２
３
年

９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
の

前
後
に
内
村
が
旧
約
聖
書
を

ど
う
読
ん
だ
か
に
照
ら
し
つ

つ
、
あ
の
天
災
を
内
村
が
ど

う
受
け
止
め
た
か
が
論
じ
ら

れ
る
。
つ
ま
り
読
者
は
本
書

を
読
み
通
す
と
、
あ
ら
不
思

議
、
知
ら
な
い
間
に
新
旧
の

あ
の
分
厚
い
聖
書
を
一
通
り

学
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
だ
。

戦
争
論
、
天
災
論
を
縦
糸
と

し
、
新
約
聖
書
、
旧
約
聖
書

を
横
糸
と
し
て
内
村
の
思
想

を
縦
横
に
論
じ
る
と
い
う
こ

の
仕
掛
け
は
、
見
事
と
い
う

ほ
か
な
い
。

そ
し
て
そ
の
う
え
で
第
三

章
末
尾
の
「
小
括
」
が
く
る
。

八
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の

と
き
石
原
慎
太
郎
が
天
罰
論

を
表
明
し
て
顰
蹙
（
ひ
ん
し
ゅ

く
）
を
買
っ
た
。
実
は
内
村

も
関
東
大
震
災
に
際
し
て

「
こ
れ
は
天
譴
（
て
ん
け
ん
）

で
あ
る
」
と
断
じ
た
（
「
天

譴
」
と
「
天
罰
」
は
同
義
）
。

本
書
は
当
然
な
が
ら
こ
の
内

村
の
言
い
分
に
批
判
的
で
あ

る
。
だ
が
こ
の
言
い
分
に
も

聞
く
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
論
じ
進
め

る
。
そ
れ
は
、
人
類
が
〈
生

か
さ
れ
て
あ
る
こ
と
〉
、
大

地
や
水
や
木
々
が
〈
与
え
ら

れ
て
あ
る
こ
と
〉
の
不
思
議

さ
と
有
り
難
さ
を
わ
れ
わ
れ

が
忘
れ
、
そ
の
事
実
に
謙
虚

に
感
謝
す
る
と
い
う
姿
勢
を

忘
れ
て
、
傲
慢
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
、
に
対
し
て
厳
し
い

反
省
を
迫
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
（
そ
れ
を
神
か

ら
の
賜
物
だ
と
信
じ
る
必
要

は
な
い
の
だ
が
）
。
裏
を
返

せ
ば
、
い
つ
人
類
か
ら
そ
の

〈
生
か
さ
れ
て
あ
る
こ
と
〉

が
奪
わ
れ
る
か
は
ま
っ
た
く

予
測
不
能
な
の
だ
、
と
。

著
者
は
こ
の
こ
と
を
「
所

与
現
実
性
」
「
所
奪
（
し
ょ

だ
つ
）
可
能
性
」
と
表
現
し

た
う
え
で
、
「
今
こ
の
命
を

生
き
抜
き
、
ま
た
そ
う
し
た

束
の
間
の
命
を
生
き
る
儚

（
は
か
な
）
い
存
在
同
士
、

労
（
い
た
）
わ
り
合
い
育

（
は
ぐ
く
）
み
合
お
う
と
す

る
」
新
し
い
「
倫
理
性
」
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
、
と
読
者
に
問
い
か

け
る
（
ｐ
298
～
299
）
。
私
は

こ
の
本
を
読
み
進
め
て
き
て
、

こ
こ
に
至
っ
て
魂
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
思
い
が
し
た
。

最
後
に
、
内
村
か
ら
の
引

用
の
豊
富
さ
も
本
書
の
魅
力

で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
余
は

余
の
愛
す
る
も
の
ゝ
失
せ
し

よ
り
数
月
間
祈
祷
（
き
と
う
）

を
廃
し
た
り
、
…
今
は
神
な

き
人
と
な
り
、
…
涙
を
以
て

寝
所
（
ね
ど
こ
）
に
就
き
、

祈
ら
ぬ
人
と
な
る
に
至
れ
り
」

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
（
ｐ
.

63
、
妻
加
寿
子
の
死
に
面
し

て
）
。
こ
の
よ
う
に
内
村
の

文
体
は
す
こ
ぶ
る
歯
切
れ
が

い
い
。
読
者
は
こ
の
機
会
に
、

内
村
の
文
体
を
存
分
に
味
わ

う
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

私の本棚から

風 流 烏

兼
題
「
鳥
帰
る
」

見
沼
通
船
掘
吟
行

木
の
洞
の
風
の
抜
け
み
ち
囀
れ
り

十
詩

春
は
や
て
通
船
掘
の
笹
の
音

明
美

堀
縁
の
小
さ
き
祠
諸
葛
菜

由
美

船
溜
り
上
り
下
り
の
花
筏

順

水
温
む
通
船
掘
の
一
の
関

厚
子

春
ふ
か
し
社
本
殿
施
錠
せ
り

八
重
子

ほ
こ
ろ
ぶ
や
楉
に
花
の
二
つ
三
つ

安
代

花
菜
風
地
震
の
堤
の
曼
荼
羅
に

と
く
江

鳥
帰
る
葦
編
の
ほ
つ
れ
日
々
の
嵩

功

艜
船
通
い
し
堀
の
飛
花
落
花

光
娥

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

つ

み

草

当クラブでは、２０１８年度の成果発
表の場として発表会を実施致しました
（２０１９年２月２３日実施）。
１年間のレッスン・練習の成果をお互

いに確認し合うことを目的に、全員でデ
モンストレーションを行うことを原則と
して行いました。
目標を持って練習することで、ダンス

に対するスキルが向上出来ることと、課
題曲を１曲踊れた時の満足感、達成感を
堪能出来たと思います。
当日は、終日盛り沢山のメニューで、

楽しいひと時を過ごすことが出来ました。
フォーメーション・ダンス、デモンス

トレーション、オペラ合唱、フリー・ダ
ンスタイム、ゲームなどで楽しみました。
今回の発表会でクラブ員の１年間の成

果が発表でき、次への実力が付いてきた
ように感じました。

◆踊る楽しさ、踊れる楽しさ、いつまで
も健康で過ごせる為に
ダンス（ボールルームダンス）には、

魅力的な楽曲に合せて踊る楽しさや、
難しいフィガーを征服できた時の喜び
があります。
齢を重ねた方が楽しそうにダンスを

している姿を拝見し、健康であり続け
られる有り難さを感じます。ダンスは
体力に応じた動きで楽しめます。

◆ダンスを美しく踊る為に～ほんの少し
努力も必要
魅力的な踊りをする為には楽曲に合っ

たフィガーを修得することも必要です
が、基本的な体の使い方を覚える必要

が有ります。
上位レベルの人に時々見て貰ったり、

上手な人の動画をみて勉強し、繰り返
しの練習の積み重ねが大切だと思いま
す。

◆ダンスのちょっとした豆知識
ウィンナー・ワルツ（ドイツ語では

Wiener Walzer）をご覧になった方も
多いかと思います。とても優雅で気品
のあるダンスです。
ウィンナーとはウィーンのことで、

ウィーンの宮廷舞踏会が由来と言われ
ています。
もともとは民族舞踊を、宮廷舞踊と

して取り入れられる際に、ワルツと呼
んだそうです。
１８１４年：ナポレオン戦争の終結

後、その戦後処理のためにウィーン会
議が開かれました。
その際の舞踏晩餐会にて、メインと

して踊られたのが、このウィンナー・
ワルツだったのです。
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽

団によるニューイヤーコンサートでは、
シュトラウス家の作品を中心とするウィ
ンナー・ワルツが演奏されることで有
名です。オーストリアの無形文化遺産
となっています。
当ダンスクラブでも、いつの日かフォー

メーション・ダンスとして、ウィンナー・
ワルツを優雅に踊ってみたいと思っ
ています。
ダンスを体験されたい方はいつでも、

見学・体験 にお越しください。
お待ちしております。

こ
の
度
、
あ
く
ま
で
も
基
本
的
な
参
考
書
と
し
て
、
実

作
の
手
本
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

の
『
俳
句
歳
時
記

新
年
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
先
に
十
一

年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
、
季
節
ご
と
に
分
冊
刊
行
さ
れ
た
第

五
版
の
春
、
夏
、
秋
、
冬
に
続
く
新
年
の
部
で
あ
る
。
同

書
に
は
、
「
つ
み
草
」
の
代
表
・
榊
原
敏
子
さ
ん
の
俳
句

が
二
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
年
【
着
衣
始

き
そ
は
じ
め
】

47
頁

佩
香
（
は
い
こ
う
）
に
と
ほ
き
日
か
よ
ふ
着
衣
始

（
身
に
付
け
る
匂
い
袋
の
香
り
に
若
き
日
の
着
衣
初
め
の

こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。
）

新
年
【
縫
初

ぬ
い
ぞ
め
】

57
頁

縫
初
は
産
着
（
う
ぶ
ぎ
）
の

し
ろ
き
背
守
（
せ
も
り
）
か
な

（
縫
初
め
に
大
き
く
健
や
か
に
育
て
と
の
願
い
を
込
め
、

産
着
の
背
中
に
お
守
り
の
し
る
し
を
縫
い
ま
し
た
。
）

＊
季
語
は
日
本
人
が
紡
い
で
き
た
風
土
の
文
化
・
生
活
の

言
葉
で
あ
る
。

な
お
、
榊
原
敏
子
さ
ん
は
放
送
大
学
第
１
期
生
・
大
学

卒
業
、
大
学
院
修
了
。
俳
諧
研
究
者
。
着
物
に
つ
い
て
の

造
詣
が
深
い
現
役
大
学
生
で
あ
る
。
（
文
責･

大
塚
絹
子
）

ソシアルダンスクラブ ２０１８年度成果発表会実施
～発表会を経て皆1歩前進しました～

ソシアルダンスクラブ 尾山 光良

新
刊
紹
介

「
俳
句
歳
時
記
」

ー
新
年
ー

Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ

『内村鑑三
その聖書読解と

危機の時代』

関根清三著

筑摩書房 1,800円

２
０
１
９
年
度

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

長い間お世話になりました

謝恩会（於東天紅）
渋谷先生他４人の先生とお別れ

３月１７日（日）

埼
玉
同
窓
会


